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第 1章 調査の経緯と遺跡の概要
遺跡の概要 畑間遺跡は知多半島の中でも広い

面積をもつ伊勢湾岸の海岸平地のうち、東海市域の

中央を流れる大田川左岸の標高 3～ 4mの高まり
(砂堆)上に位置する。近接する東畑遺跡も含め、
主に弥生時代前期～中世にかけての集落跡である。

大田川を挟んだ対岸には松崎遺跡などの大規模な古

代製塩遺跡が所在する。

今回の調査区域は畑間遺跡が立地する砂堆の西端

にあたり、旧海岸寄りに位置する。

調査の経緯 東海市では、市の鉄道交通の中心で
ある名古屋鉄道太田川駅周辺を市の表玄関にふさわ

しい中心市街地として整備する目的で、太田川駅周

】十地区画整理事業を実施している。

平成 8年度には、区画整理区域内の埋蔵文化財の

所在、範囲を確認するため、試掘調査を実施してお

り、その調査結果から開発等と調整し、この区画整

理事業に伴う、道路用地の発掘調査を平成 11年度

から実施している。

今回報告する調査区域は、6m幅の区画街路整備
に伴うものであり、工事着手前の平成 13年度に埋

蔵文化財包蔵地にあたる250ドの発掘調査を行った。

調査の概要 現地調査は、平成 13年 90010
7月 4日から8月 29日 にかけて東海市教育委員会

が実施した。 7月 11。 12日 に重機を使用して表土

除去を行った。表土の厚さは様々だが、約20～ 30

Cmの耕作土、無遺物層を除去した。調査区西端は、

約30ぽほど近代以降の撹乱を受けていた。その後 7

月17日から手掘りによる下層の調査を行った。

調査は、調査区東側 (Ⅲ G2g区)から順に西側
(I F18・ 19S区)へと進めた。ⅢGle・ f区で

検出した、主に戦国期の遺物を含む貝層及びこの貝

層の流れこみと考えられる破砕貝を含む遺物包含層

(以下、破砕貝層)を 30～70C m掘 り下げた。貝層

及び破砕貝層の羽曙には、主に山茶碗等を含む層や

須恵器・土師器を含む層が部分的に確認できる程度

で、調査区全体で層序を確認することはできなかっ

た。これらの層を除去した後、当初地山面として捉

えていた面を精査したところ、ⅢGl・ 2の e・ f

区周辺で、この面に食い込むように弥生時代前期の

条痕紋系土器や製塩土器と考えられる無綻程製小形

平底深鉢形土器の小破片がまとまって出上した。

今回の調査区域は西に向って旧地盤が低くなり、

西端で急激に低くなることから、旧海岸線にあたる

と考えられる。発掘作業は 8月 27日 に終了し、翌

28日 と29日 に重機による埋め戻し作業を行い、調

査を終了した。

第 1図 火田間遺跡位置図   1畑間遺跡 2松崎遺跡 (古墳～古代製塩遺跡)3上浜田遺跡 (古墳～古代製塩遺跡)
4弥勒寺遺跡 (戦国期寺院跡)5東畑遺跡 (弥生一中世集落跡)
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第 2章 調査の成果
第 1節 遺構

1 弥生時代の上坑 (SKl・ SK2)
無紋粗製小形平底深鉢形上器出上の上坑

lSKl、 第 3図 )

本遺構は、調査区東側 (皿 Gl・ 2の e・ f区)
に位置する。長辺 2m、 短辺 1.2m、 確認面からの

深さ 0.3mほ どの不成形な楕円形の掘りこみである。

土坑の床面から壁面に張り付くように黒色砂ブロッ

クが分布している。床面直上では製塩土器と考えら

れる無紋粗製小形平底深鉢形土器の底部破片が数点

出上している。この土坑周辺から同様の土器破片が

多数出土していることから、本遺構は製塩に関わる

遺構 (製塩炉 ?)の可育隊陛もある力＼床面・壁面に
被熟の痕跡がなく、灰や炭化物もほとんど検出され

ないため不明である。)詩風時期については、無紋粗

製小形平底深鉢形土器と伴出する条痕紋系土器から

弥生時代前期後半 (樫王式期)と考えられる。
パレススタイル土器出上の上坑

(SK2、 第 3図 )

本遺構は調査区の南東隅 (Ⅲ G2f区)に位置す
る。長径1.3m、 短御 .9m、 確認面からの深さ0。 4

mほ どの楕円形土坑である。床面直上からほぼ完形
の赤彩が施された壺形土器 (図版9224)と 口縁部
のみ残存する粗製の壼形土器 (図版9-223)が出土

している。帰属時期については出十十器から弥生時

代終末から古墳時代初頭ころ (廻間 I式潮)と考え
られる。

2 戦国期の貝層を伴う土坑
lSK3、 第 2・ 4図・表 。図版 1)

調査区域の東側 (Ⅲ Gle区)に位置し、】印Jが
調査区域の境にかかるため、全体はつかめない力＼

短辺が約 2m、 長辺は不明だカミ 調査区北壁の断面

でみる限り約1lmである。確認面からの深さは約 1

mである。貝層を伴う土坑で、貝層中から16世紀頃
の上師質の内耳鍋、羽釜 (図版12-296～ 298、 301)

が出土しており、同時期に形成されたものと考えら

れる。貝層の最下部でサンプリング 150cm× 50cm

×30cm)した貝類組成は、表のとおりである。

①混貝暗褐色砂

③混貝暗褐色砂

⑤混貝茶褐色砂

第 2図

(破砕貝多い)②純貝層

(砂多い)④暗灰褐色砂

貝層サンプリング地点

表  貝類 組 成 表  (ブロック・サンプリング番号4)

番号
種名

4

個体数 %

斧

足

綱

ハマグリ 887.5 12.3
シオフキ 481.5 6.67
マガキ 421.5 5.84
サルボウ 103 1,43
ヤマ トシジミ 100.5 1.39
アサリ 84 1.16

オオノガイ 41.5 0.58
フ トオビクイ 2.5 0.03
オキシジミ 0.5 0.007

小計 2122.5 29.41

腹

足

綱

ウミニナ類 4371 60.57
フ トヘナタリ 360 4.99
ムシロガイ 192 2.66

ギボシナガニシ 73 1.01
マルテンスマツムシ 71 0,98
タマキビ 13 0.18
アカニシ 9 0.12
キサゴ 3 0.04
ツメタガイ 2 0.03

小計
刀
付
∩
υ
ハ
）
区
υ 70.59

計 7216.5 100

微」ヽ貝=腹足綱・陸産
マイマイ科 39 50.65
キセルガイ科 38 49.35

計 77 100
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第 3図 SKl・ 2 平面 。断面図 (1/40)

第 4図 貝層断面写真
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第 2節 遺物
1 上器
(1)弥生時代前期
ア 条痕紋系土器 (図版 2～ 4)
条痕紋系土器の出土は、調査区の東側寄りのⅢG
le、 ⅢG 2e、 ⅢG 2f区域に集中しており、後述

する無紋粗製小形平底深鉢形辻器とと同じ範囲である。

これらの上器に伴う遺構はなく、すべて、地山直上

の包3吾からの出土で、個体数も少ない。

深鉢

器面調整により①二枚貝 (ふねがい科。アナグラ

属の太い放射肋がある二枚只)条痕によるもの (1
～16・ 18～ 33・ 56～ 58・ 60～ 62、 64・ 90・ 92・ 93)、

②削り 舘嘲動 によるもの G5～ 41・ 55・ 73～ 75・

77・ 78・ 87・ 89)、 ③ナデによるもの Q2～47・ 88・

91)、 ④ヘラ磨きによるもの e8～ 54・ 76・ 79～ 81)

に区分できる。口縁部は、わずかに内側にすぼむも

の、そのまま立ち上がるもの、外側に開くものがあ

る。内面はナデによってていねいに仕上げている。

底部については九底になるものがある。

口縁端部は、①二枚只条痕によるものは、ナデ調

整によって平坦に仕上げるもの (1～ 12)、 二放只の

殻頂を押し付けてめぐらすもの (15。 16・ 18・ 19)

がある。13・ 14は他の明褐色・灰褐色系の色調とは

異なり、白っぽい色調で、口縁部を厚く作り出し、

13は内側にも、殻頂を押し付けてめぐらしている。

指先を押し付けたようなくぼみをめぐらすもの 91
～29)、 腹縁がギザギザとなった貝の腹縁を押し付

けてめぐらすもの 120)、 沈線をめぐらすもの 130)、

内側に沈線を引いてその下を突帝状につくりだすも

の Gl)、 幅を厚くしてくぼませるもの ●2)、 刻み

をめぐらすもの 156・ 57・ 58)がある。30～ 321よ、

胎土に砂礫が多く混じっている。33の縦の条痕は二

枚貝とは異なる施紋具で弧線も認められる。②削り

(削痕)に よるものの口縁端部は、ナデ調整によっ

て平坦に仕上げるもの 15～ 41・ 54)、 刻みをめぐ

らすもの 65)がある。③ナデによるものの口縁端

部は、同様のナデ調整によって平坦に仕上げている

(42～ 47)。 42～ 44は、胎土に砂礫が多く混じり、

口縁端部を幅広く作り出している。④ヘラ磨きによ

るものは、内タト面と口縁端部もヘラ磨きによって仕

上げている 律8～ 50・ 52・ 53)。 51は外面のみヘラ

磨きで、内面と口縁端部はナデ調整である。

胴部 81は、内外面ともていねいなヘラ磨きを施

している。

底部片は少なく、丸底のものもある。87・ 89は 削

つて調整し、87は面取りをしたようになっている。

胎土イこ砂礫が多く混じる。88。 91はナデ調整、90・

92・ 93は条痕である。

そOft 134・ 59・ 63・ 82～ 86・ 94・ 95)

壺 34は、出っ張りの低い突帯紋をめぐらす。59

は太い条痕である。63は胎上に砂礫が多く混じる。

底部82・ 83・ 86は二枚只によるとみられる条痕紋

を施す。84はヘラ磨きを加える。85は削りの調整

を加える。94は胎土に砂礫が多く混じり、口縁部

が直立し、口縁の突帯に断面の丸い棒状具によっ

て刻みを加える。鉢 95は浮線紋土器で内タト面とも

ていねいなヘラ磨きを施している。

時期 以上の出土遺物には羽状の条痕がないこ
とや口縁端部の処理などからみて、その年代は、

樫王式から水神平式にかけての時期に相当し、樫

王式の新しいもの (弥生前期後半に属す)と して

とらえることができる 鱈■ )。

イ 無紋粗製小形平底深鉢形土器
(図腰 ～8、 候 )

土器の形態は、破片から推定復原すると、深鉢

形である。口径は推定19cm± 4cm、 高さは推定

25cm± 3cmほ どである。口縁部の厚みは5mmほど

で、わずかに内に傾斜し、口端は平らで角ばって

おわるもの及び丸みをもっておわるものがある力S、

同―lEl体のなかでもそうした変化が認められ (97)、

明確な区別があるものではない。底径は4cm前後で、

底面が平坦なものと、円盤状に張りだして丸みを

もつものがある。底面には平滑なもの (170。 200)

と砂 (157・ 159)、 礫 (160。 215)、 植物繊維とみ

られるもの は01・ 206)の圧痕の付くものがある。

器体の厚みは、体部で5mmないし6mmの薄手で、

底に近づくと厚さを増し、底部中央の厚みは1.lcm

～2.5cmで、1.2cm～ 1.5cm程のものが多い。内面

の調整はよくなされ、下半部はていねいなヘラ磨

き力功日えられている。

これに比べると、タト面は調整があらく、ナデ調

整と下半部をヘラ削りするものがあり、口端部寄

りには成形時の粘上の輪積痕が残っている。色調

は明褐色が多く、部分的に灰褐色、黒色、赤褐色、

灰色などに変化するものもある。また、破片は器

壁にそって内側と外側にはがれるものがよく認め

られる。胴部中ほどから下半の部分は、よく火を

受けたためか、糸田片化している。

底部を細かく観察すると、A=平坦ではみ出さない

もの、B=わずかにはみ出すもの、X=はみ出して上

に折れ曲がるもの、Y=円盤状にはみ出すものがある。
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A・ B'X・ Yのどのタイプにも、底面が平坦なもの

と九みをもつものがあるが、概して、Yのタイプに

底面が丸みをもつものが多くみられる。この九みは、

おそらく粘上がやわらかいうちに底面を下にして行

った土器の整形、調整時に底面が支点となってぐる

ぐる回されるなどして生じたもののようである。時

期は、伴出する条痕紋系土器からみて樫王式から水

神平式にかけての弥生前期後半に属すものである。

(2)弥生時代中期、弥生時代終末～古墳時代初頭

(図版 9)

弥生時代中期の土器 ⑫20、 221)は、包含層中で

出土しており、遺構に伴う資料ではない。220は深

鉢の口縁部破片で、外面に横方向の条痕を施し、内

面に刺突文を施す。2211よ肩部破片で、外面に暗文

状の横線を施す、凹線紋系の壺である。220。 221は

高蔵朗に属すると考えられる。

弥生時代終末～古墳時代初頭の土器は、包含層中

から出上したもの 修22・ 225)と土功Eからまとまっ

て出土したもの 修23・ 224)がある。222は壷の肩

部破片で、外面に櫛描による直線文と山形文を施す。

223は広口壺の口縁部で、口径17.6cm。 口縁端部に

ハケ状工具による刺突を施す。224はいわゆるパレ

ス壺で、底部を欠くほかは、ほぼ完形である。外面

胴部、内面口縁部に赤彩を施す。文様は、拡張口縁

部に擬凹線文、棒状浮文を施し、肩部に櫛描による

横線文、列点文、波状文を施す。225は S字甕A類

で、口縁部に刺突文をもつ。222～225はいずれも廻

間正式朋に属すると考えられる O主 2)。

(3)古代 (図版 9)

古代に属する土器としては、須恵器 929～ 238)、

土師器 砲26～ 228)、 灰釉陶器 り39)があり、いず

れも包含層中から出土している力＼ 232・ 233・ 237

の須恵器は地山直上でまとまって出土している。

231は合子型の杯蓋で、口御 .6 cm。 猿投窯編年

の岩崎17号 (I-17)窯期 (7世紀末～8世紀初頭

頃)に属すると考えられる。

229は甕の胴部破片で、タト面にたたき目を有する。

230は甑の口縁～胴部破片で、把手がつくと思われ

る。232は短頸壼の完形品で、口径7.2 cm、 器高5。 8

cm、 底径5.2 cm。 233～ 236は杯蓋で、233・ 235は

完形品である。いずれもタト面天丼部がヘラ削りで擬

宝珠形のつまみをつける。口径は233が13.l cm、

234が17 cm、 235が 15。 6 cm。 237は有台碗で、口

径13.4 cm、 器高5。 3 cm、 底径7.4 cm。 238は有台

杯で、口径16 cm、 器局4.2 cm、 底径11.2 cm。

226～228は土師器の甕で、外面胴部、内面口縁部

カシ ケヽ調整である。228の底部には木葉痕がのこる。

226～230、 232～ 238の須恵器はいずれも族投窯編年

の折戸10号 (O-10)窯期 (8世紀末り に属する

と考えられる。土師器も同時期とみられる (注 1)。

239は、灰釉陶器の皿で、口径 14 cm、 器島2.9 cm、

底径 6cm。 猿投窯編年の折戸53号 (O-53)窯
期 (10世紀前半明 に属すると考えられる。

(4)中世 (図版10)

中世の遺物としては、常滑窯産の山茶碗 (240～

245)、 山皿 (246～ 257)、 片口鉢 (258)、 羽釜

(259)、 壷 (264)、 甕 (263)が出土 したほか、

北部系山茶碗 砲60・ 261)も 出土している。いずれ

も包含層または、戦国期以降の遺構に混入して出土

したものである。

山茶碗は、いずれも底部が糸切り底で、体部が直

線的に立ち上がり底部との屈曲が明瞭である。胎土

は、砂粒を多く含む粗雑なものである。山皿は、い

ずれも底部が糸切り底で、器高は2cm以下と扁平

である。片口鉢は、口縁部の一画を夕MIへ拡張した

注ぎ口をもつ。体部は直線的に立ち上がり、底部と

の屈曲が明瞭である。帝状の高台をもち、高台周辺

の1段を回転ヘラ削りによって仕上げている。常滑

窯産の山茶碗、山皿、片口鉢 1240～258)について

は、常滑窯編年の 5ま たは6a型式期 (13世紀中葉

り に属すると考えられる (注 3)。

259は常滑窯産の羽釜の口縁部である。小破片資

料で鍔も欠落しており、全体の器形は不明だが、口

縁部が直線的に内傾している点から、山茶碗等と同

様に6a型式期前後 (13世紀中葉頃)に属すると考
えられる。

260・ 261は、北部系山茶碗である。胎上が緻密

で、器壁が薄く仕上げられている。底部は糸切り底

で底径は小さく、261は粗殻痕がつく粗雑な高台を

もつ。美濃窯編年の大洞東 1号窯期 (15世紀前半Q
に属すると考えられる (注 4)。

262は、小形の碗で、底部は糸切り底である。胎

土、器形とも常滑窯産とは異なるカミ産地 。時期と

も不明である。

263は常滑窯産の甕の口縁部破片である。口縁縁

帝部が頸部に接し、折り返した部分に隙間が残る。

264は常滑窯産の壺で、玉縁状に丸く折り返し、下

端をつまみ出した口縁部をもつ。常滑窯編年の 9型

式朋 (15世紀前半頃)に属すると考えられる。

(5)戦国期～近世 (図版11～ 13)

戦国期～近世の上器は、陶器類 (図版11 269～

295)、 土師質の鍋・釜類 (図版 12 296～ 302)、
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土師皿 (図版13 303～ 314)がある。285、 296～
298、 301、 303～ 305は貝層内からの出土資料で、

弱 ゝよ包含層または近世以降の井戸跡から廃棄され

た状態で出土した資料である。

269～292は瀬戸・美濃窯産陶器である。

285は皿で、口縁部内外面に灰釉を施す。古瀬戸

後期頃 (15世紀代)に属すると考えられる (注 5)。
283。 284は、端反皿で、内タト面に灰釉を施す。

大窯期 (16世紀代)に属すると考えられる。
269～ 276は、天目茶碗で、口縁部の立ち上がり

は長く、端部は緩く外反する。277～ 280は、瀬戸

窯産の志野皿で、277・ 280の内面、底部に煤の付

着がみられ、灯明皿として使用された可能性があ

る。269～280は江戸前期頃 (17世紀代)に属する
と考えられる。

281・ 282は鉄釉皿で、281は内外面に鉄釉を施

し、内面に被熱の痕跡がみられることから灯明皿と

して使用された可能性がある。282は内面と外面上

半に鉄釉を施す。江戸中期頃 (18世紀代)か。289。

290は橋鉢で、徐部は直線的に立ち上がり、口縁部

と外部との境に内外面とも段を有する。290の 口縁

部は折り返されたものである力＼ 289の口縁部は折

り返されたものではない。290は藤澤分類のID2
類、2891よ IE類に分類でき、江戸中期頃 (18世紀
後半)に属すると考えられる (注 6)。
291は鉢で、焼成不良で釉薬が発色していないカミ

体部下半を除いて灰釉を施す。江戸前～中期頃 (17
～18世紀)に属すると考えられる。
292は、底部に煤が付着し、被熱の痕跡がみられ

ることから、行平鍋と考えられる。体部は丸みを帯

び、上半部は内彎する。口縁部は受口で、口縁部直

下に注口と中空の把手がつき、体部下端に三足がつ

く。江戸後期頃 (18世紀後半～19世紀前半)に属
すると考えられる。

293は、急須で、産地 。時期とも不明だ力＼ 19世

紀以降の常滑産か。294は赤焼の鉢もしくは蓋とも

考えられる。295は赤焼の火消し壼の蓋である。時

期は19世紀以降と考えられる。

296～302は土師質の鍋・釜類である。296～ 298、

301は貝層から出土したもので、以タトは包含層から

出土したものである。羽釜301は体部が半球形を呈

する。口縁部は内彎し、体部に比べて厚手となる。

300、 302も 同様の特徴をもつ。内耳鍋296～ 298も

保部が半球形を呈する。口縁部は内彎し、体部に

比べてゃゃ厚手となる。羽釜、内耳鍋とも16世紀

代に属すると考えられる (注 7)。

299は 羽無釜で、硬質である。口縁部は内傾し、

肩部が張り、口縁部と体部の境が明瞭である。肩部

には、平面形が五角形状の外耳が内傾気味に張りつ

いている。底部外面はヘラ削り調整である。被熱の

痕跡はみられない。江戸中期頃 (18世紀代)に属す
ると考えられる。

303～ 314は、土師皿である。303～ 305は貝層か

ら出土しており、以夕慟よ包含層からの出土である。

303～ 310は、非ロクロ調整である。厚手で扁平な

もの (303～ 306)、 薄手のもの (307～ 309)、 大形

で比較的丁寧なつくりのもの (310)がある。311
～314は ロクロ調整皿で、314の体部内面には焼成

後、円形に削られた跡がある。時期等は不明だが、

303～ 305は貝層から出土しており、共伴して出土

した内耳鍋、羽釜から、16世紀代に属する可能性が

ある。

(6)その他 (図版10。 13、 第 5図 )
瓦類 265～ 268(図版10)、 315。 316(図版13)
いずれも包含層からの出土である。265イよ丸瓦で、

凸面はヘラ削りによる調整を加え、凹面には布目痕

が残る。266。 267は丸瓦、268は平瓦で、凸面に

糸電目の叩き、凹面には布目痕が残り、端部にヘラ削

りによる調整を加える。堅い焼成である。いずれも

中世に属すると考えられる力認65は古い様相をもつ。

316は軒丸瓦で左巻三巴紋に珠紋12個を配するも

のと思われるが、珠紋は欠落している。315は瓦

の一種と考えられる力＼言綿田は不明である。形態か

らみて地葺瓦 (平Dと 棟瓦の間にできる隙間を埋
める瓦と考えられる。

製塩土器 第 5図 1～ 11

調査区域に散在する程度で、包含層または貝層等

に混入して出上している。いずれも知多式製塩土器

4類に位置づけられる。

上錘 第 5図12～ 15
土師質の管状土錘で、合計 4点、いずれも包含層

中から出土している。孔径は約 0.4 cm、 長さは約

4cm、 最大径は約 lcmである。

陶丸 第 5図16～20
出土した陶丸は合計5点で、貝層から出土した18

以外は包含層からの出土である。断面が正円に近い

もの (16・ 18～ 20)、 やや楕円のもの (17)がある。

2 石製品
(1)弥生時代 (第 5図21・ 22)
弥生時代のものと判断できる石器としては、磨製

石斧と石鏃が出土している。22は無茎の石鏃で、石
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材はサヌカイトか (注 8)。 弥生時代前期後半の無

紋粗製小形平底深妹形土器が出上した土坑周辺の地

山直上から出土している。21は包含層中から出上し

ており、石材はハンレイ岩である。弥生時代前期に

属すると考えられる。

(2)そ の他の石製品 (図版13)

317～ 321は砥石で、貝層から出土した320以外

は包合層からの出土である。317の石材は泥質凝灰

岩で研磨面は5面、318は砂質凝灰岩製で研磨面は

2面、319は安山岩製で研磨面は1面、320は疑灰

質砂岩で研磨面は4面、3211よ砂質凝灰岩製で研磨

面は3面である。砥石はいずれも中世以降のものと

考えられるが詳細は不明である。322・ 323は敲石

で、3221よ円柱上の両端に敲打痕が残存する。石材

はチャートである。323は平坦面 2面の中央に窪み

状の敲打痕が残存する。石材は砂岩である。

3 その他の遺物 (第 5図 23)
いわゆる宋銭が包含層中から1枚出土している。

元豊通宝 (元豊元年=1078年初鋳)である。

条痕紋系土器、古代の上師器、須恵器の帰属時期は永

井宏幸氏 ((財 )愛知県教育サービスセンター愛知県

埋蔵文化財センター)に御教示をいただいた。

パレススタイル土器、S字甕の帰属時期は、宮腰健司

氏 ((財 )愛知県教育サービスセンター愛知県埋蔵文

化財センター)に御教示をいただいた。

常滑窯産陶器の編年は、中野晴久1994「赤羽 。中野『生

産地における編年について』」『中世常滑焼をおって』

資料集 日本福祉大学知多半島総合研究所発行による。
北部系山茶碗の帰属時期は、藤沢良祐1990年「付編 1

瀬戸地方の北部系山茶碗窯」『尾呂』本文編 瀬戸市
教育委員会を参考にした。

戦国期～近世の陶磁器の帰属時期等については、松田

訓氏 ((財 )愛知県教育サービスセンター愛知県埋蔵

文化財センター)に御教示をいただいた。

藤澤良祐1988年「本業焼の研究 (2)」 『瀬戸市歴史民

俗資料館研究紀要Ⅶ』瀬戸市歴史民俗資料館

戦国期～近世土師質鍋・釜類の帰属時期は、鈴木正貴

1996「東海地方の内耳鍋・羽付鍋・釜」『鍋と甕その

デザイン』第4回東海考古学フォーラムを参考にした。

石製品の石材は堀木真美子氏 ((財)愛知県教育サー

ビスセンター愛知県埋蔵文化財センター)に御教示を

いただいた。

注 3

注 4

注 1

注 2

注 5

注 6

注 8

注 7

∩
日
Ｍ
‐○

実測・拓影図 (22・ 23は原寸 )

ヽ
7
V8

｀
Wl

ヽ

　

‐2

0             10cm

15４

ｍ
円
Ψ

③
２

側

―――Ｉ

Ｕ

Ｉ
◎

1   22

→

5cm

96⑤17⑬18①19①知
第 5図 土製品・石製品・銭等

σ
日
――
碑
‐‐
　
　
〔期
６

Υ
Ｗ
Ｖ７
４
∴

-7-



本遺跡から出土した特殊な様相をもつ無紋粗製小形

ミ製塩土器としてとらえら身牧 その

時期が弥生時代前期後半に属すことから、わが回の土

器製塩に新たな展開を提示するものであり、本章では、

この点についてふれたい。

製塩土器の証明 はじめに、この無紋粗期 規坪底深
的 ミ製塩土器であるとする根拠について示す。

について、爛 陛 の結 往

1)から次のように飛すことができる。

1.日用容器と異なった海辺における生産用具で、特

殊な使用をされている。2.海水を徹底して煮詰めてお

り、そのことによる諸特徴が生じている。3.製塩用上

器として勺痛ヒしていることであり、自繋言を含めて

とらえると、下欄のようになる。

もう少防羊しく畑間削 土の土器についてみると、

下欄③については、第6図に示すように旧海浜に立地

していた。②イこつ�ては、試 のヨ稗瑚議跡のよう

に製紐淫静
'ミ

捨て場に層をなして堆積するというも

のではないカミこの土器のみが広がっており、異様な

状態を示している。③については、土器散布地の砂を

ふるいにかけ、細片の炭化物を検出した。なお、灰状

物質については見出していない。④については、条痕

紋土器が混在するものの、その個体数はわずかである。

⑤につ�ては、河W羽勲朔舞である。⑥イこついては、

内面の下半部に丁寧なヘラ磨き力功日えられている。⑦

については、関東。東北地方の糸卿 晩朗の深鉢形

の剣碓醤割こ比べると厚いカミ伴出した条痕紋土器と

比較すると、薄い作り方である。③ lこついては、図版

5-121・ 122、 図膨 -154・ 155などにテ司「ように、特

に胴部、底部において器壁にそって予J離するものが多

い。③イこついては、顕著ではないが色調の部分的な変

イ助潮められる。⑩イこついては、特に月賠lSD詔靖化し

ている。それに、変調調査時における本遺物の発見時

の所見を加えたい。最終遺構面 (地山両 に達したと

判断した面から平底の
'蔚

弱州Fろぽろと見つかり始め、

手で取り上げられる月賠♭,力落日かく割れており、その

広がりを確認した時点で、これは暴鑑譴努許Gはないか

との感想をぷ たヽ。排土をふるいにかけてみると土器

の砕片が多く含まれており、それに比べては少量であ

るカミ炭北物も含まれていた。これらの土器の広がり

は、ⅢG leの戦国期の貝層を伴う土坑の南にある小穴

群あたりを境にして、その北東|こ 5mほどの幅をもっ

ており、推定の旧海岸線に平行するような帯状の分布

を示している。

なお、本遺跡より100mほど南の2002年度調査地点

にも、この土器が分布しており、本遺跡と帯状につな

第 3章 まとめ

遺跡 。遺物 特 徴
畑間遺跡の

上器

遺構等の状況 ①遺跡立地が海浜 (旧海浜)である。 ○該当

②包含層が、異常におびただしい土器片で構成される。完形品がなく砕
片化している。

△該当

③包含層中に炭、灰状物質が混在する。 △該当

④他の遺物の包含がほとんどない。 △該当
土器の特徴 ⑤煮沸容器で、同時期の通有なものとは異なる形態である。 ○該当

③無紋で粗雑な土器であるが、内面の調整が丁寧である。 ○該当

⑦他の通常の容器に比べて、薄手である。 △該当

③海水煮沸によってとみられる器壁にそって素J離する破片が多い。ただ

し、口端に近い部分の破片では少ない。

○該当

⑨二次的な加熱を受けて、色調が部分的に変化する。 △該当

⑩砕片化からみて、繰り返しての使用に耐えなかった。あるいは、繰り
返して使用しなかった。

△該当
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がって広がるものかどうかは不明であるカミ広い範囲

におよんでいることはまち力弟 なヽい。

以上のことから、本遺跡から出土した特殊な様相を

もつ硼 Jヽ形平底深鉢形土器を、製塩土器:と して

とらえるものである。

製塩上器としての系譜 本遺跡から出土した特殊な様

相をもつ鍋例隠期        を製塩土器とし

てとらえた場合、弥生時代前期後半という時期、中部

地方の伊勢湾岸という地域からみて、孤立した土器製

塩である。小形平底の深鉢形辻器という形態比較から

いうと、先行する関東地方の縄文時代の製塩土器の系

譜を引くように考えられる。ただ、それらのものより

は、体部の器壁が厚く、胎土に砂を多く含んでおり、

様相は異なるものである。

近翔銅誤防整生は、日本の帥 について次のよう

に述べておられる (注 2)。

日本の土器製塩には、二つの系譜があった。ひ

とつは、縄文時代後期安行 1式の時期に霞ヶ浦南

岸を中心に成立した土器製塩で、やがて東北lこ及

伏 松島湾において弥と時代中期に杏として姿を

消す系譜である。ここではこれを縄文系譜とH乎ぶ。

他のひとつは、弥生時代中期に瀬戸内海の児島を

中心に誕生した土器製塩で、まもなく瀬戸内を西

行あるいは東進し、西は周防・筑紫から天車に及

び、東は大阪湾岸を経て南路紀伊から知多・渥美

に、北路若狭から能登。越中・越後に達し、また

転じて山陰にいたり、のち姿をかえて東北にいた

る系譜である。これを弥と系譜と呼びたい。両系

譜の時間的接点は弥と時代中期である。

しかしその時期における空間的接点はない。

深鉢形の製塩土器を使用する土器製塩は、宮城県の

松醐 辺地域では卿 まで続いており徳努 )、

そうした点では、決して特異なことではない。松島湾

と伊勢湾とでは地域として、相当隔たっているカミ本

遺跡の様相については、深鉢形の製塩土器を使用する

ことから疇 譜」に連なるものとしてとらえたい。

とすると、この系譜が中部地方にまで広がることにな

る。

問題の提起 本遺跡から直綱脚鞠こして700mほと南

西にJ朝勒 測 する。この遺跡から出土した馬

見塚式から樫王式にかけての時期       半)

の深鉢形土器の‐群も、土器自体の特徴から製塩土器

としてとらえられるのである。副 臣粛罰床耗苺報告者

の石黒立人氏は、遺物の認定もさることながら、それ

が使用された製塩炉などの遺構が明らかではないこと

から、明確にΞ曙制避骸,光子われたかどうかは、今後の

調査の課題としている につ。倒 においても全く

そのとおりである。ただ、限られた範囲ではあるカミ

本遺跡での製塩土器とした鍋例鱒期

器の出土状態をみると、砂中に飛び散っており、海岸

に近い砂浜でそのまま煮沸を行ったように見受けられ

0翻胎業の有無は不HEl、 古墳・奈蹴 における土

器製塩とは規模も含め異なるように思われる。ともあ

才k土器の認定からのみではあるカミ当地の弥と時代
の土器製塩の膊 けの問題を提示しておきたい。

1 時期力断 する鳥帽子遺跡出土の丸底や尖底の深

鉢形土器 徳蒟)と後出の畑間遺跡の小形平底深鉢

形土器とカミ直結した流れにあるものかどうかは定

かにできないカミ とにかく、入り江を介して向かい

合うJ劾用こあり、全くの無関係であったとは考えに

くい。

2 鳥帽千周跡出上の丸底や尖底の深鉢形土器に時期

的に先行する製塩土器と考えられるものに、言軒田が

不明ではあるが東海市の菩薩遺跡出土遺物 (注 6)

や豊橋市の大西貝塚の糸登畑卿朝隣半 ⊂鰺朝彩時動

に属す         ちる 徳y)。 これらと

の関係。

3 J劇日¬劃入 畑問遺跡では、弥生前期のうちに土

勘 光子われたとして、その後には引き続いてお

らず。その実態はどのようなものであったの力ち

-9-
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第 6図 畑間遺跡の立地と周辺の遺跡
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図版 2 条痕紋系土器 拓影図
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図版3 条痕紋系土器等 拓影図
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図版 4 条痕紋系土器等 拓影図
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図版 5 無紋粗製小型平底深鉢形土器 拓影図
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図版 6 無紋粗製小型平底深鉢形土器 拓影図
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図版 7 無紋粗製小型平底深鉢形土器底部 実測・拓影図
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図版 8 無紋粗製小型平底深鉢形土器底部 実測・拓影図
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図版 9 弥生時代～古代の土器 実測・拓影図
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図版10 中世の土器 実測・拓影図
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図版11 戦国期～近世の陶器類 実測・拓影図
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国版12 戦国期～近世の主師質土器 実測図
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図版13 土師皿・瓦・石製品 実測・拓影図
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図版14 遺構写真

調査区全景 (北西から南西を望む)

SK2検 出状況 (北東から南西を望む )



図版15 遺物写真

条痕紋系土器
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